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③記入済みの注文書を店頭にお持ちください。

喪
十
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

洋亀甲星月)
没月日

続柄

故人名

享年

枚 数 1価:格 枚1数 価驀

10枚 2,600円 110枚    4,900円

120枚  1  5,100円20枚 2,900円

30枚 3,200円 130枚 5,300円

40枚 3.500円 140枚 5,500円

50枚 3,700円 150枚 5,700円

60枚 3,900円 160枚 5,900円

70枚 4,100円 170枚 6,100円

80枚 4,300円 180枚 6,300円

90枚 4,500円 190枚 6,500円

100枚 4,700円 200枚 6,700円

210枚以上 10枚毎 230円



●寒1中 :見 舞|■,
黒のボールペンでご記入 ください。折 つた り汚 した りしないで ください。

1 ご注文内容 (0～0)

―

F=「
=― ====

1まがきの種類|

1算摯燿燎:|

■ ,¨ _…

|■ ||11 ‐

ご注文 日 メモ欄

三二二
枚

一

【お申込み時のご注意】
●実際の仕上がりの色調・文字書体・レイアウトは見本印刷物のものと異なる場合もありますので
ご了承ください。
●文字入れの位置、書体や大きさなどのご指定はお受け出来ません。
●文字のレイアウトは、印刷所にて効果的に配置いたします。
●印刷物に記載のレイアウトとは異なる場合もございますのでご了承ください。
●表示されている価格には通常はがき代金は含まれておりません。
●はがきのお持ち込みはできません。はがきはすべて印刷所でご用意いたします。
●寒中見舞いはがきのあいさつ文は変更することが出来ません。
●私製はがきは切手を貼つて投函するタイプのはがきです。私製はがきの料金は印刷料金の中に

含まれます。
●仕上がり納期などの詳細はご購入店にお尋ねください。

は
暉
Ｌ

2住所・氏名・電話等を入れる方 ●左づめてご記入ください。文字の配置については印婦1所におまかせください。文字は最大で46文字まで表記できます。

を必ずご記入ください。

2020‐ ||
０

一

通常はがき 畿F籠ま現
がき代を

私製はがき 堰震攣縫よ札をなります.

爾IttTTす
‐~言

○マンション名等でカタカナの小文字は点線の下にご記入ください。

○濁点 (゛ )半濁点 (° )も同一枠内にご記入 ください。
01枠内に 1文字ずつ、左づめ楷書体ではつきりとご記入 ください。

経 f́三 _、1_1■二
旧姓・年齢を入れたい場合

姓

１

名

１

名

２

名

３

名

４

名

５

葬|

懇
眼
欄

謳.… 1‐.

間違われやすい字があれば、
正しい字を大きくご記入ください

漢字記入欄

一
υ
対
一
相

Ｉ

臥
一一蹴
一ガ嶽
一　一ｒ
嵐
¨̈　．年

ＴＥＬ

一

一

ＴＥＬ

」

輸

ベ
ッ

一

一

ＵＲＬ

．
徹

レ

■

」．
轟
創

ツ

此

¨̈

本

一　
　
一〓

上記内容をご確認の上、内容にお間違いがなければ、昼間のご連絡先 (お電話番号)の記入およびご署名をお願いいたします。

お客様がお申し込みいただいたお店から、キャンペーンなどの

案内をDM Eメ ールで配信させていただくことがございます。
あらかじめご希望にならない方は、右記にO印でお答えください。

※喪中はがきに宛名書きする際にホームプリンターをご使用になると、稀に印字不良や搬送不良が発生する場合があります。ご了承 ください。

‖

|

|


